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Ⅰ諸言・目的 

私は、長い間テニスに関わってきている。その中で

私はよくアドバイスをする機会があった。アドバイスの

中で「最後までボールを見る」というアドバイスに疑問

を感じていた。なぜ疑問を感じたかというと、自分より

うまい選手がボールをあまり見ないで打っていたとい

うことだ。それと共に、私が他のコーチや選手に聞い

てみてもボールを見るという行為に関しては、「見た

ほうが言いにきまっている」といったものや、「どちらが

いいかわからない」といったもので正確な返答を得る

ことができなかった。また、そのアドバイスを自分自身

がコーチとして多くの方に使っていたという事実もあり、

その効果を確認するべきだと考えていた。ボールを

最後まで見ていれば正確にボールをヒットできるとい

う事は当たり前のように見えるが、実際にはそうならな

い可能性もある。それを実験してみたいと考えた。 

 

Ⅱ研究方法 
① 実験場所：早稲田大学テニスコート 
② 対象：対象は初心者・初級者・中級者・上級者の

様々なレベルの大学生１１人 
③ 実験方法 

I. 事前アンケートを行う。 
II. 球出しを 10 球クロスに指定されたエリアを狙

って打ってもらう。 
III. 「ボールを最後まで見てください」とアドバイス

を行う。 
IV. 球出しを 10 球クロスに指定されたエリアを狙

って打ってもらう。 
V. 実験後アンケートを行う。 

 

Ⅲ結果 

Ａ１に入ったショットの成功率を、アドバイス前とアド

バイス後で、各被験者ごとに、比べてみたグラフを図

1 に示す。 
アドバイス前の成功率の平均は２７％、最大値は

50%、最小値は 0%であった。アドバイス後の成功率

の平均は４２％、最大値は 70%、最小値は 30%であ

った。以上比較から、全体としてアドバイス後のほうが、

成功率が若干高まっていることが結果として表れた。 
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Ⅳ考察 

今回の実験で被験者がボールを最後まで見てスイ

ートスポットにボールを当てたということは考えられな

い。それは、最後までボールを見るということができな

いからである。しかし、被験者は今回、アドバイス後に

「ボールを最後まで見ること」を「意識」することはでき

ていたはずである。そうすることで、スイートスポットに

より近く当たる事で、ボールを少しでもうまくコントロー

ルすることが可能になったのではないか、と私は考え

ている。また、この成功率アップ以外にも面白い結果

が出ている。それは、上級者～初心者に関わらず

様々なレベルの人に結果が出ているという事だ。 
普段から、被験者がいかにボールを見ることがなく

感覚でボールを打っているということがわかる。上級

者になっても、ボールを最後まで見るという意識を持

っていなければならない。 
 
Ⅴまとめ 

今回の実験からは、テニスにおいてボールを最後

まで見るという行為が以下に大事な要素であるかとい

うことがわかった。それと共に、普段選手がそれをな

いがしろにしている現状もわかった。黒川内(1994 年)
の研究では選手の視機能の大切さが説明されている。

そこでは、視機能の向上は選手のパフォーマンスの

向上につながるものであるとされている。 
テニスは、スポーツの中でもより高いスポーツビジョ

ンが必要とされている。そのため、もっと多くのテニス

選手に、目というものをどう使っていくかということに意

識を持ってもらいたいものだ。この研究が選手のパフ

ォーマンス向上につながることを願っている。 

 


